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学会発表
国内全国規模の学会
1 ＊岡本純英，佐藤春菜，松尾恵子，向 伸子，福嶋倫子，原田由李恵，小林奈央子，小柳亜都美，臼
井 文，馬場朱里，古川晋也，南 志穂，松尾 完，秋吉俊明：3D経膣超音波断層卵胞容積
Scan 正球体近似直径 d（V）を GnRHantagonistagonist 法（Antagonist 法）卵胞発育Monitoring に
本格導入する．第66回日本生殖医学会学術講演会・総会（ハイブリッド開催）．2021，11，11‐12（現
地開催），2021，11，26‐12，9（オンデマンド配信）．日本生殖医学会雑誌，66巻4号：163頁．

2 ＊新見 学，松久葉一，北嶋修司，範 江林：カイロミクロンレムナントはアポＥ欠損ウサギの動脈
硬化進展を促進させる．第110回日本病理学会総会（ハイブリッド開催）．2021，4，22‐24（現地
開催及びライブ配信），2021，4，22‐6，28（オンデマンド配信）．抄録集．

3 ＊新見 学，松久葉一，周 煥錦，Chen Yajie，Yan Haizhao，北嶋修司，範 江林：カイロミクロ
ンレムナントは動脈硬化を促進させる：アポＥ欠損ウサギを用いた研究．第53回日本動脈硬化学会
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動脈硬化の発症・進展におけるアポ
Ａ‐Ｖの役割の解析：遺伝子欠損ウサ
ギを用いた研究

300

総会・学術集会（ハイブリッド開催）．2021，10，23‐24（現地開催），2021，10，23‐11，30（オン
デマンド配信）．抄録集．

研究助成等

機器分析部門

学会発表
国内全国規模の学会
1 永野幸生，森加奈恵，德山由佳：地方国立大学を例とした研究設備の動向分析－RXに向けて－．

研究・イノベーション学会 第36回年次学術大会および総会（オンライン開催）．2021，10，30‐31
（Zoom）．研究・イノベーション学会 第36回年次学術大会講演要旨集．

その他の学会
1 森加奈恵：研究設備稼働状況で振り返る10年．令和2年度佐賀大学技術研究会．2021，3，16．令

和2年度佐賀大学技術研究会 資料・発表要旨集．
2 森加奈恵：技術職員が最大の成果を生み出す環境とは．国立大学法人機器・分析センター協議会令

和2年度シンポジウム．2021，1，25．
3 森加奈恵：研究基盤を支える技術職員の組織とキャリアパス．大学技術職員組織研究会シンポジウ

ム．2021，1，26．
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